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４
月
　
日
に
、
新
潟
職
業
能
力

10

開
発
短
期
大
学
校
で
設
計
・
施
工

を
学
ぶ
学
生
　
人
が
、
市
役
所
新

44

庁
舎
と
新
発
田
駅
前
複
合
施
設
の

建
設
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
実
際
の
建
設
現
場
を
学
生

に
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
同
校
の

授
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　
両
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
で
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
設
計
な
ど
に

反
映
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を

基
に
、
多
く
の
人
が
集
い
、
ま
ち

に
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
施
設
と

な
る
よ
う
、
建
設
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
つ

く
り
あ
げ
て
い
く
両
施
設
の
特
徴

的
な
機
能
と
、
現
場
見
学
会
に
参

加
し
た
先
生
・
学
生
の
感
想
を
紹

介
し
ま
す
。

　
　
月
頃
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

10
を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
も
計

画
し
て
い
ま
す
。
見
学
会
の
日
程

な
ど
は
、
あ
ら
た
め
て
「
広
報
し
ば

た
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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新庁舎建設現場の作業所長にインタビュー

議場（屋内）

可動壁を設置し、議会閉会

時にコンサートや講演会、

展示会、イベントなどに対

応できる空間にします

　
新
発
田
の
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
と

調
和
し
、
周
辺
商
店
街
と
の
連
携
に

よ
り
、
中
心
市
街
地
の
核
と
な
る
庁

舎
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
単
に
行
政
手
続
き
だ
け
で
訪
れ
る

場
所
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
や
休
憩

な
ど
で
も
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も
ら

え
る
「
身
近
な
庁
舎
」
と
し
て
、
ま
ち

な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
き

ま
す
。

市
役
所
新
庁
舎

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
利
用
で
き
る
身
近
な
庁
舎
に

新発田駅前複合施設の内観イメージ

新庁舎建設現場事務所

作業所長　樽味信彦さん

屋外にテラスと庭園を

設け、皆さんの憩いの

場として活用できます。

隣接する屋内ラウンジ

は、くつろぎの場とし

て利用できます

テラス・庭園

現場見学会の様現場見学会の様子子

建設現場の様子

札の　広場

商店街から連続する半

屋内の広場です。季節

や天候に応じて開閉可

能な大型シートシャッ

ターを備え、さまざま

なイベントに対応でき

ます。また、1階屋内の

「札の　ラウンジ」との

一体利用も可能です

聞
い
て
い
る
の
で
、「
札
の
　

広
場
」
は
大
い
に
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
会
時

の
議
場
や
テ
ラ
ス
な
ど
、
市
民

の
集
ま
る
場
が
あ
る
庁
舎
は

珍
し
い
で
す
し
、
商
店
街
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
秋
に
計
画
さ
れ
て
い

る
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
建
設
現
場
の
見
学
会
で

は
、
鉄
骨
が
立
っ
て
見
応
え
が

あ
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
予

定
で
す
。
完
成
前
の
姿
を
見

る
こ
と
で
、
よ
り
愛
着
が
湧
く

も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

計
画
ど
お
り
、
安
全
に
工
事
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
７
月
に
着
工
し
た
新

庁
舎
の
建
設
工
事
は
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
地

下
の
 躯
  体
 工
事
が
ほ
ぼ
完
了

く
 
た
い

し
、
１
階
部
分
の
床
が
出
来
た

状
態
で
す
。

　
こ
の
建
物
は
、
１
階
か
ら
３

階
ま
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
、
４
階
か
ら
上
は
鉄
骨
造

で
、
３
階
 柱
頭
 に
免
震
装
置
を

ち
ゅ
う
と
う

設
置
す
る
構
造
が
特
徴
で
す
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
外
観
は
、
新
発

田
の
ま
ち
に
新
し
い
風
が
吹

く
よ
う
な
感
覚
を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

通
気
の
よ
い
サ
ッ
シ
の
構
造

や
省
エ
ネ
・
快
適
性
に
配
慮
し

た
空
調
な
ど
、
随
所
に
工
夫
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
私
は
金
沢
市
出
身
で
す
が
、

新
発
田
は
祭
り
が
盛
ん
だ
と
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未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ

「
ま
ち
の
顔
」
と
し
て
、
誰
か
ら
も
愛

さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
ス

タ
ジ
オ
、
図
書
館
な
ど
を
配
置
し
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が

思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
空
間
に
な
り
ま
す
。

　
駅
を
利
用
す
る
方
は
待
合
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
、
学
生
は
学
習
の
場
と
し

て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
が
で
き

ま
す
。

新
発
田
駅
前
複
合
施
設

い
つ
で
も
、
誰
で
も
楽
し
め
る
空
間
に

ガラス張りなので、子ど

もでも保護者の存在を

感じながら、安心して調

理することができます。

また、食育や観光イベン

トなどでも利用できる

ので、市外から訪れた方

に新発田をPRする場に

もなります

キッチンスタジオ

インタビュー 現場見学会で感じたこと

　将来、設計や施工の仕事に就きたいという夢をもって

日々勉強している新潟職業能力開発短期大学校の学生と、

その夢の実現のために学生をサポートしている先生に、

今回の現場見学会で感じたことなどをお聞きしました。

築施工管理技士を目指す私にとって、今回、

仮囲いの中に入って建設現場を見れたことは、

とてもよい経験になりました。新庁舎は、新発田の

景色や文化、環境などを考慮して設計したと聞き、

授業の中で活かしたいと思いました。

　今の商店街は、シャッターが閉まっている店が目

立つので、新庁舎が出来ることで人が集まり、にぎ

わいがでればいいなと思います。設計の授業でも、

「家づくりとともにまちづくりも考える」というこ

とを学んでいます。ただの建築ではなく、まちをに

ぎやかにしていくということも一つの考え方だと

思います。

　2年という長い工期の中で、どのように建設工事

が進んでいくのかを、できる限り自分の目で見て勉

強し、将来に活かしていきたいです。

来は設計事務所か住宅メーカーで設計の仕事

をしたいと考えています。建設現場を初めて

見ましたが、想像をはるかに超える規模でした。自

分が勉強している住宅とは違う大きな建物の設計

について知ることができ、参考になりました。現場

では、多くの人が協力しながら一つの建物を造って

いて、自分も将来そのように働きたいと思いました。

　新発田駅前に出来る複合施設は、市外の人にも新

発田のシンボルとして目に留まると思います。ま

た、子どもの遊び場とキッチンスタジオを同じ階に

配置したり、近くに料理の本を置いたりするなど、

設計が工夫されているなと感じました。

　新庁舎も複合施設も、市民の声を中心に考えて設

計されています。私もお客さんの考えを大切にし

ながら住宅づくりをしていきたいと思いました。

住居環境科

渡邉 大  夢 さん
ひろ む

（2年）

居環境科では、年1回の建物見学を行っていますが、建設現場の見学は

今回が初めてでした。現場の最前線で働く設計者・施工者の話を直接

聞けたことや、建物が出来上がってくると隠れてしまう構造部分を見学でき

たことは、貴重な経験になりました。授業でも学びますが、実際に現場を見

たことで、今後はイメージしやすくなると思います。

　両施設とも、「留まって見てもらう、体験してもらう」という機能があり、新

発田駅前から新庁舎、新発田城へと人の流れを作るという面で、核になる建

物だと思います。今後は、住居環境科で商店街についても学習し、活性化の

ための提案などができればと考えています。

　新庁舎も複合施設も、計画段階から市民と意見交換をしてきたと聞いてい

るので、完成後も皆さんから受け入れてもらえる施設になると思います。今

後も、建設工事の節目ごとに見学会ができればと思っています。

住居環境科

職業能力開発指導員

矢部俊太郎さん

住居環境科

佐藤鴻介さん

（2年）

建 将

住

こどもセンターの広さは、現

在、市内2か所にある親子プレ

イルームの合計面積の約3倍。

年齢別に3つのエリアで構成

するプレイルームは、天候に

関係なく伸び伸びと遊べるス

ペースです。「知」の交流を育

むため、児童図書のスペース

を隣り合わせます

こどもセンター

児童図書の書架の高さを低く抑え、

プレイルームやキッチンスタジオ

での活動を見渡すことができるよ

うにします。また、じゅうぶんな

座席数を確保し、親子で絵本を読

みながら、きずなを深めることが

できる空間にします

児童図書


